
学期／Semester 2017年度／Academic Year　3クォ
ーター／Third Quarter曜日・校時／Day・Period金／Fri 3, 金／Fri 4

2017/09/29～2017/11/24開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)選択／elective 2.0/2.0/2.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0587034920170587034901

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEMB 13321_005

授業科目名／Subject ●グローバル化と国際開発Ⅱ(世界人口の動向と国際開発)／Trends in World Population and
International Development

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

松村　真樹／MATSUMURA  Masaki

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

松村　真樹／MATSUMURA  Masaki

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

松村　真樹／MATSUMURA  Masaki

全学モジュールⅡ科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Year

教養教育A棟32／RoomA-32教室／Class room

Ed, Ec, Ph, Fi, SGHSS対象学生（クラス等）  /Object Student

masaki＠nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

Liaison Center for International Education担当教員研究室/Laboratory

095-819-2253担当教員TEL/Tel

Thursday 16:30-17:30 or by appointment担当教員オフィスアワー/Office hours
Students are expected to deepen their understanding of demographic transition as well as
basic demographic concepts and indicators.

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

To develop skills to:
(1) Interpret population data regarding death, birth, and migration.
(2) Explain factors influencing population dynamics in connection with social, economic,
and cultural background.
(3) Explain global issues using a demographic perspective.

授業到達目標/Goal

lecture, in-class assignment, quiz, report writing授業方法（学習指導法）/Method
Students will learn about basic concepts indispensable for population analysis (including
population structure, birth rate, mortality rate, and migration of population) to
understand the health issues in developing countries from a demographic viewpoint.
Students will also learn about the changes in population structure and population
dynamics in developing countries in connection with social, economic, and cultural
factors.

授業内容/Class outline/Con

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

demographic transition, globalization, social changeキーワード/Key word

Copies of various population statistics will be distributed in each class session.
教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

In-class Exercises (35%)
Quizes (30%)
Report (35%)

成績評価の方法・基準等/Evaluation

受講要件（履修条件）/Requirements
In order to ensure equal educational opportunities for all students, Nagasaki University
strives to remove societal barriers that may interfere with academic activities, and to
provide reasonable accommodations as necessary and appropriate. If you have any questions
or concerns regarding reasonable accommodations or other support in this class, please
feel free to talk to the instructor (contact information above), or contact the Student
Accessibility Office.
Student Accessibility Office contact information （TEL）095-819-2006
（FAX）095-819-2948 （E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

Get yourself familiar with LACS.学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

What will we know if we study about population?
- Introduction to the course
- Overview of demography
Current world population trends depicted by demographic indicators
- Rates and ratios in demography
- CBR, CDR, RNI

Sep.29



Global comparisons of demographic structures
- Dependency ratios
- Population pyramids
Demographic transition theory

Oct.6

Indicators and determinants of fertility
- Calculation of total fertility rates
- Replacement fertility levels
Global comparisons of fertility trends
- Watching a documentary film
- Group discussion

Oct.13

Historical trends of mortality
- Age-specific death rates
- Epidemiological transition
Life table and life expectancy
- How to read a life table
- Infant mortality rates and life expectancies at birth

Oct.20

Theories of internal and international migration
- Why people move?
Migration and urbanization in less-developed countries
- Watching a documentary film
- Group discussion

Oct.27

Population aging
- Indicators of population aging
Population aging and social welfare
- Watching a documentary film
- Group discussion

Nov.10

Population growth and economic development
- What is demographic dividend?
- Calculation of demographic-dividend indicators
Population policy
- Types and purposes of population policies
- Youth Bulge and Arab Spring

Nov.17

Global issues seen from a demographic perspectiveNov.24



学期／Semester 2017年度／Academic Year　3クォ
ーター／Third Quarter曜日・校時／Day・Period金／Fri 3, 金／Fri 4

2017/09/29～2017/11/24開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)選択／elective 2.0/2.0/2.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0587034920170587034901

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEMB 13321_005

授業科目名／Subject ●グローバル化と国際開発Ⅱ(世界人口の動向と国際開発)／Trends in World Population and
International Development

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

松村　真樹／MATSUMURA  Masaki

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

松村　真樹／MATSUMURA  Masaki

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

松村　真樹／MATSUMURA  Masaki

全学モジュールⅡ科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Year

教養教育A棟32／RoomA-32教室／Class room

教育，経済，薬学，水産，多文化社会対象学生（クラス等）  /Object Student

masaki＠nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

国際教育リエゾン機構教員室担当教員研究室/Laboratory

095-819-2253担当教員TEL/Tel

木曜16:30?17:30，又はメールによるアポイントメント担当教員オフィスアワー/Office hours
人口の動向を見ることによって，世界の多様性が見えてくる。同時に, 貧困層，児童労働，ジェン
ダー格差，そして難民問題など，さまざまな課題にも目が向くようになる。この授業を通じて，人
口学的視点から国際社会の変化と多様性について関心をもち，国際的課題についてデータを用いて
説明できるようになってもらいたい。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

1)死亡，出生，移動に関する人口データの意味を読み取ることができる。また，基礎的な人口指標
を算出することができる。
2)人口動態に影響を与える要因について，社会・経済・文化的背景に関連付けて説明することがで
きる。
3）国際社会の様々な課題について，人口学的視点から説明することができる。

授業到達目標/Goal

講義と演習によって，人口学の基礎概念や人口統計の見方について学びながら，実際の国や地域の
人口状況を把握する方法を習得する。小テストによって，人口学の基礎用語についての理解を定着
させる。レポートを書くことによって，自分が関心のある国の社会事情などについて，人口指標や
データを用いて説明する能力を磨く。

授業方法（学習指導法）/Method

世界人口の動向を理解するために欠かせない，人口転換，人口構造，出生率，死亡率，人口移動な
どの基本概念について学び，簡単な人口指標の計算方法を習得する。さらに，それらを使って世界
人口の現状を説明する能力を養う。また，変化する人口動態の背景にある社会･経済･文化的要因に
ついて考察する。

授業内容/Class outline/Con

事前学習：世界の国々の名前や位置など、基礎的な地理情報をできるだけ増やしておく。
事後学習：授業中に出てきた英単語で初めて見たものは、その和訳を再確認しておく。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

人口転換，グローバリゼーション，社会変容キーワード/Key word

人口統計資料のコピーを配布します。
教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

演習（３５％）
小テスト（３０％）
レポート（３５％）

成績評価の方法・基準等/Evaluation

受講要件（履修条件）/Requirements
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948 （E-
MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

LACSの利用方法に慣れておくこと。学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

さまざまな指標で見る世界人口の現状
・成績評価の方法について
・人口学の概要
・人口学における比と率について
・出生率，死亡率，自然増加率の見方

9月29日



人口構造の国際比較
・従属人口指数の計算方法
・人口ピラミッドの見方と作成
・人口転換グラフの見方と作成

10月6日

出生に関する人口学的考察と国際比較
・合計特殊出生率の計算方法
・人口置換水準とは何か
・ドキュメンタリー鑑賞
・グループディスカッション

10月13日

死亡率低下の歴史的推移と国際比較
・年齢別死亡率のグラフからわかること
・疫学的転換とは何か
・生命表の見方
・乳児死亡率と平均寿命の関係

10月20日

国内及び国際人口移動の理論
・人はなぜ移動するか
途上国における都市化と貧困
・ドキュメンタリー鑑賞
・グループディスカッション

10月27日

人口高齢化と社会福祉
・人口高齢化に関する指標の見方
・ドキュメンタリー鑑賞
・グループディスカッション

11月10日

人口増加と経済発展の関係
・人口ボーナスとは何か
・人口ボーナス指数を計算する
各国の人口政策
・人口政策の種類と目的
・ユース・バルジとアラブの春

11月17日

人口から見える国際的課題11月24日



学期／Semester 2017年度／Academic Year　4クォ
ーター／Fourth Quarter曜日・校時／Day・Period金／Fri 3, 金／Fri 4

2017/11/28～2018/02/02開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)選択／elective 2.0/2.0/2.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0587035720170587035701

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEMB 13341_005

授業科目名／Subject ●グローバル化と国際開発Ⅱ(国際援助と公的部門の役割)／International Development
Assistance and Role of Public Sector

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

菊地　太郎／Taro Kikuchi, 松村　真樹／MATSUMURA  Masaki

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

菊地　太郎／Taro Kikuchi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

菊地　太郎／Taro Kikuchi

全学モジュールⅡ科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Year

教養教育A棟32／RoomA-32教室／Class room

対象学部対象学生（クラス等）  /Object Student

hiraokah▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を＠に変更して送信してくだ さい）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

熱帯医学・グローバルヘルス研究科（坂本キャンパス グローバルヘルス総合研究棟5階）担当教員研究室/Laboratory

095-819-7895担当教員TEL/Tel

主に10-17時（面談時は電話やメールで確認ください）担当教員オフィスアワー/Office hours
 国際社会は2015年の国連サミットにおいて「持続可能な開発のための2030アジェンダ」を採択し、
その目標の達成に向けて開発途上国、先進国あわせてグローバルな取り組みが進められている。
 本コースでは、第二次世界大戦後の戦後賠償と関連付けられて開始された日本の開発協力のなかで
、政府や公的機関等公的部門が担う政府開発援助（ODA）の歴史と現状、その仕組みを概観し、日本
の公的部門による開発協力を理解する。加えて、国際社会の政治・経済、開発援助の歴史と潮流を
追うことで、現在の国際関係を理解する一助とする。
 これらを踏まえて、開発協力における公的部門の役割、今後の方向性について自分なりの考え方を
表現できるようになることを目指す。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

・開発協力の実際を多角的に理解し、日本政府及び国際機関といった公的部門が実施する開発協力
の今後の方向性について自らの考え方を考察としてまとめることができる。
・開発協力の実践で議論される話題・課題・キーワードについて、概念や内容の違いを区別するこ
とができる。
・公的部門が主体として実施している国際的な開発援助の歴史、現状を説明できるようになる。

授業到達目標/Goal

歴史や潮流については講義が主体となる。何回かの講義では、講義で取り上げた内容に関する自ら
の考え方をレポートとしてまとめ、所定の日までに提出を求める。また、参加学生間の意見交換と
その内容の発表が行われる。

授業方法（学習指導法）/Method

日本の現代史の教育課程ではほとんど取り上げられないが、グローバル社会では常に重要なテーマ
になっている開発協力を、国際政治、貧困や保健医療などのテーマを織り交ぜつつ、その歴史的、
理論的な展開を紹介する。
 授業内容は社会・経済状態等の時代背景を基にした国際援助の潮流の紹介、具体的な援助案件やテ
ーマを取り上げた内容に大別される。

授業内容/Class outline/Con

 以下の内容について、事前・事後学習として指示されることがある。
・講義で説明がなされた内容に関して、自身の考え方を取りまとめ、レポートを提出する。
・授業内での議論のために事前に特定の事項について調査し、考えをまとめる。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

開発援助、開発協力、政府開発援助（ODA）、国際協力キーワード/Key word
講義の中で適宜参考書を紹介
【全般的な参考書】
・政府開発援助（ODA）白書 日本の国際協力：外務省ウェブサイトからダウンロード可能
・国際協力機構年報：国際協力機構（JICA）ウェブサイトからダウンロード可能

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

教員の指示で複数回提出する課題レポート（50％）、最終考課結果（50％）成績評価の方法・基準等/Evaluation

対象学生であること受講要件（履修条件）/Requirements
長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)
普段は接することが少ない内容ですが、少しでも自身との接点を見つけてもらい、身近に感じても
らえればと思います。学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents



シラバス、学習評価等についての説明及び導入講義第1回

政府開発援助(ODA)の仕組み第2回

日本のODA（その1）第3回

日本のODA（その2）第4回

第二次世界大戦後の復興と開発援助第5回

日本のODAの拡大期第6回

冷戦終了後の世界?人間の安全保障?第7回

世界的協調による開発援助第8回

開発援助の実例第9回

開発援助の課題は何か第10回

開発援助に参加するとは?さまざまな参加方法?第11回

開発援助に参加するとは?現地活動から学ぶこと第12回

開発援助と大学、NGO、民間企業の活動?公的部門との連携第13回

日本人の海外移住と開発援助第14回

これからの世界と開発援助第15回

最終考課第16回



学期／Semester 2017年度／Academic Year　4クォ
ーター／Fourth Quarter曜日・校時／Day・Period木／Thu 3, 木／Thu 4

2017/11/28～2018/03/31開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)選択／elective 2.0//2.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0587056120170587056101

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●グローバル化と国際開発Ⅱ(稼ぐ観光～地域を通じたグローバルビジネスへの扉～)／Tourism as
Global Business - from Nagasaki to Globe

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

松島　大輔／Matsushima Daisuke, 松村　真樹／MATSUMURA  Masaki

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

松島　大輔／Matsushima Daisuke

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

松島　大輔／Matsushima Daisuke

全学モジュールⅡ科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Year

教養教育A棟11／RoomA-11教室／Class room

対象学生（クラス等）  /Object Student
daisuke-matsushima▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を＠に変更して送信してくだ さ
い）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教養教育Ｂ棟2階担当教員研究室/Laboratory

095?819?2454担当教員TEL/Tel

水曜日12:00?12:50担当教員オフィスアワー/Office hours
観光を国際交流、人流、文化政策として検討してきた日本において、観光をビジネスとしてとらえ
る。特に長崎・九州というコンテクストでより具体的な観光のビジネス化、長崎創生に向けた展開
を検討する。
また、観光という切り口を通じて、日本を理解するとともに、多様な日本の地方文化を理解する。
これらを観光ビジネスという次元で母国とリンケージさせることによって、将来の日本との連携の
在り方について認識を深める。
日本、特に長崎・九州という我々の学び舎に対する理解を深めるとともに、地方を通じた日本と日
本文化の理解を深め、留学生それぞれが、将来における日本との連携の在り方を模索する。
背景：2013年来のアベノミクスは、ビジネスとしての観光政策を提唱している。この流れを受け、
既に2015年末には年間1974万人の外国人観光客が訪日している。さらに『日本再興計画2016年改訂
』によれば、2020年までに3000万人の外国人観光客・訪問客を目標とし、アジア諸国に対する観光
ビザの緩和などの諸措置を実施するとともに、地方創生の政策課題に向け、こうしたインバウンド
観光客DMOの設置などが進められているところである。
 以上を踏まえ、日本における観光の意味を明らかにし、その地域（特に九州・長崎）にフォーカス
を当てるかたちで実践の学（実学）として、観光を抉る。
ＣＯＣ＋対応。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

・観光とは何かを理解する
・観光戦略のＫＰＩ立案能力の涵養
・観光ビジネスの企画・遂行能力構築
以上を通じた長崎における「稼ぐ観光」を実現できる人材育成

授業到達目標/Goal

プレゼンテーション、机上演習等のアクティブラーニングを通じ、自らが考え、自らが学び、気づ
きを得るなかで、実践的にみにつけていくトピックとして長崎県の内容と取り上げる。授業方法（学習指導法）/Method



第I部 稼ぐ観光について
第1回 稼ぐ観光とは

第２回 観光立国戦略分析

第3回 観光の六次産業化
第II部 観光ケーススタディ：グループ発表
第４回 マスツーリズム（GIT）からFIT（foreign independent travel）へ

第５回 町おこしの成功と失敗

第６回 オルターナティブ・ツーリズムへ

第７回 聖地巡礼

第8回 中間まとめ

第III部 長崎遺産（聖地巡礼の対象）：個別発表
第９回 長崎における医療ツーリズムの可能性

第10回 ツールド島原の可能性

第11回 留学×産業学習・ビジネスマッチング・ツーリズム

第12回 産業観光

第13回 ハイエンドの旅を見つけよう（教養としての日本遺産）

第14回 加賀屋のおもてなし?おもてなしの輸出

第15回 まとめ

授業内容/Class outline/Con

プレゼンテーション発表の準備等、授業の進捗に合わせ学習してほしい
事前、事後学習の内容/Preparation & Review

観光、ＫＰＩ、長崎サミット、観光の六次産業化、ＧＩＴからＦＩＴへ、町おこしの失敗、オルタ
ナーナティブ・ツーリズム、聖地巡礼、長崎遺産、長崎県キーワード/Key word

『空洞化のウソ』（講談社新書）、「ＮＩＰＰＯＮを海外に売り込むイノベーター列伝（「クーリ
エジャポン」）

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

１）クラスへの参加と貢献（宿題準備、演習への参画）20％
２）最後の小テスト20％
３）グループプレゼンテーション各1回20％
４）個人プレゼンテーション各1回20％
５）レポート1回20％

成績評価の方法・基準等/Evaluation

受講要件（履修条件）/Requirements
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)
観光は誰でも思い付く参入障壁の低い分野であるが、同時にほとんどが収益を生まない「お祭り」
で終わる。この惨状を理解し、長崎の地域経済を真摯に考える若い個性の参加を期待する。学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

1
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